【００２３】

以下、図面を参照して、本発明を実施するための最良の形態（以下、単に実施の形態という）について詳細に説明する。

【００２４】

図１には本発明の第１の実施の形態に係る画像表示装置の構成を示し説明する。

【００２５】

この図１に示されるように、画像表示装置は、全体の制御を司る制御部１と操作入力部３、記憶部４、表示部５からなる。そして、この制御部１は、記憶部４に予め格納されている制御プログラム２を読み出して、実行することで、少なくとも操作説明画面表示機能２ａ、表示切替機能２ｂ、主制御機能２ｃを奏することになる。

【００２６】

尚、制御部１が、各機能２ａ乃至２ｃを奏するとき、例えば操作説明画面表示手段、表示切替手段、主制御手段等としての役割を果たすことになる。

【００２７】

このような構成において、制御部１は、主制御機能２ｃにより、所定の操作画面１００を表示部５に表示する。この操作画面１００には、各種操作が割り当てられた複数のアイコン１００ａが表示されている。そして、例えばタッチパネルのような操作入力部３がユーザにより操作されて、所望とする表示態様が選択されると、制御部１は、操作説明画面表示機能２ａにより操作説明画面１０１を一時的に表示する。

【００２８】

即ち、操作入力部３としてのタッチパネルが、この例では３つの領域に分けられており、各領域に所定操作を割り当てているが、操作説明画面１０１においても、このタッチパネル１６の３つの領域１０１ａ、１０１ｂ、１０１ｃ毎に割り当てられている操作種目が分かるように所定のアイコン１０１ｄ乃至１０１ｆを各領域に表示する。

【００２９】

こうして、ユーザにより操作入力部３が操作されて領域１０１ａ乃至１０１ｃのいずれかが押下されて選択されると、制御部１は、表示切替機能２ｂにより表示を切り替えることになる。より具体的には、例えば領域１０１ａが選択されると画面戻し、領域１０１ｂが選択されると操作画面１００の表示、領域１０１ｃが選択されると画面送りが実行される。但し、これには限定されない。各操作は各領域１０１ａ乃至１０１ｃに予め割り当てられた仕様により定まる。

